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今

年

の

夏

も 

子
ど
も
た
ち
が
活
躍

　
９
月
に
入
り
ま
し
た
、
夏
の
疲

れ
な
ど
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
も
市
内
で
活
躍
す
る
子
ど

も
た
ち
の
紹
介
で
す
。
例
年
、
全

国
大
会
に
出
場
す
る
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
を
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
も
大
変
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
全
国
大
会
出
場
を
決
め
、
市
役

所
に
報
告
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
東
久
留
米
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
女
子
チ
ー
ム
が
「
東

京
都
少
年
少
女
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大

会
」
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
出
場

を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。
次
に
、

東
久
留
米
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
が
「
東

京
都
女
子
学
童
軟
式
野
球
大
会
」

で
準
優
勝
し
、
初
と
な
る
全
国
へ
。

引
き
続
い
て
、
南
中
学
校
演
劇
部

が
「
全
国
中
学
校
文
化
連
盟
総
合

文
化
祭
」
出
場
へ
。
そ
し
て
、
西

中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
男

子
・
女
子
そ
ろ
っ
て
関
東
大
会

で
優
勝
し
全
国
大
会
へ
。
7
月

末
か
ら
連
続
し
て
届
い
た
全
国

大
会
出
場
の
吉
報
に
、
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る

最
中
も
、
そ
の
興
奮
が
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の

成
績
を
収
め
る
ま
で
に
は
、
子

ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
支
え

る
関
係
者
の
皆
さ
ん
も
努
力
を

積
み
重
ね
た
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
子

ど
も
た
ち
に
、
心
か
ら
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
支
援
し
て
い
た
だ

く
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
、
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
何
か
に
真
剣
に
取
り
組
む

瞬
間
、
青
春
を
燃
や
す
瞬
間
、

子
ど
も
た
ち
に
は
い
ろ
い
ろ
経

験
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

未
来
へ
の
希
望
あ
ふ
れ
た
う
れ

し
い
夏
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
月
２
日
（
月
）
は
、
国

１０
民
健
康
保
険
税
第
３
期
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
３

期
の
納
期
限
で
す
。
最
寄
り

の
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
（
郵
便
局
）・コ
ン
ビ
ニ
で

お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７

０
・
７
７
２
９
へ
。

　
市
で
は
、
防
犯
灯
や
装
飾
灯
を

管
理
し
て
い
る
自
治
会
や
商
店
会

に
対
し
て
、
上
半
期
（
４
月
1
日

～
９
月　
日
）
に
掛
か
っ
た
費
用

３０

（
電
気
料
金・取
り
替
え
経
費〈
Ｌ

Ｅ
Ｄ
器
具
へ
の
取
り
替
え
を
除

く
〉）
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
月　
日
（
金
）
ま
で
に
、
管

１０

１３

理
課
（
市
役
所
５
階
）
へ
必
要
書

類
を
持
参
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
が
遅
れ
る
と
、
補
助

金
の
交
付
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
郵
送
で
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
管
理
課
道
路
・
河
川

施
設
担
当
☎
４
７
０
・
７
７
６
７

へ
。

　
市
で
は
、「
東
久
留
米
市
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
施
設
整
備
・
運
営
及
び

提
供
体
制
に
関
す
る
実
施
計
画
」

（
以
下
、「
実
施
計
画
」）
を
策
定

し
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
待
機
児

童
解
消
と
さ
ら
な
る
民
間
活
力
の

導
入
に
よ
る
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
、
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
予
定
し
て
い
る
保

育
所
施
設
整
備
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、本
計
画（
３
月
改
訂
）

の
記
載
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
８
月
改
訂
版

実
施
計
画
に
沿
っ
て
、
保
育
園
の

待
機
児
童
解
消
を
計
画
的
に
進
め

る
と
と
も
に
、
市
立
保
育
園
へ
の

民
間
活
力
の
活
用
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
実
施
計
画
は
、
市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー（
市
役
所
１
階
）、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
☎
４

７
０
・
７
７
４
５
へ
。

市内の地区計画一覧　※詳細は都市計画課（市役所５階）または市ホームページをご覧ください。
概要名称（面積）

駅周辺地区に定めています。活力ある良好な中心市街地の形成を図るため「建
築物等の用途の制限」や「敷地面積の最低限度」などのルールを定めています。
また、「壁面の位置の制限」により、道路から建物を後退させ、その部分を歩
行者空間として利用しています。

①東久留米駅西口地区（１２.３ha）
②東久留米駅東口地区（７.６ha）
③東久留米駅東口第二地区（５.０ha）

大規模団地地区に定めています。団地の建替えに当たり、良好な居住環境の確
保や商業・業務施設、公共公益施設などの立地を誘導するため、道路・公園な
どの配置や「建築物等の用途の制限」などのルールを定めています。

④上の原地区（２７.３ha）
⑤ひばりが丘地区（１３.１ha）

都市計画道路沿道地区に定めています。都市計画道路沿道にふさわしい土地利
用の促進を図るとともに、良好な街並みを目指すため「敷地面積の最低限度」や
「壁面の位置の制限」などのルールを定めています。

⑥小金井久留米線沿道中央町地区（１２.５ha）
⑦久留米東村山線沿道柳窪地区（２.１ha）
【都市計画決定手続き中】東久留米駅神山線沿道神宝町地区（２.７ha）

区画整理後の良好な住環境を形成・保持するため、「敷地面積の最低限度」や「壁
面の位置の制限」などのルールを定めています。⑧柳窪地区（４.５ha）

商業施設の立地誘導に伴い、道路や公園などの配置を定めています。また、周
辺住宅地や文教施設に配慮した良好な市街地形成のため「敷地面積の最低限
度」や「壁面の位置の制限」などのルールを定めています。

⑨南沢五丁目地区（１１.１ha）

【都市計画決定手続き中】

　
今
号
で
は
、
市
内
で
定
め
て
い

る
地
区
計
画
や
都
市
計
画
決
定
手

続
き
中
の
地
区
計
画
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
良
好
な
市
街
地
環
境

を
形
成
す
る
た
め
、
現
在
９
地
区

　
神
宝
町
一
・
二
丁
目
内
の
都
市

計
画
道
路
「
東
久
留
米
駅
神
山
線

（
東
３
・
４
・　

号
線
）」
沿
道
に

２０

お
け
る
「
東
久
留
米
駅
神
山
線
沿

道
神
宝
町
地
区
地
区
計
画
（
案
）」

に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
第　
条
１７

の
規
定
に
基
づ
き
、
縦
覧
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
う
同
地

区
の
都
市
計
画
用
途
地
域
、
高
度

地
区
、
防
火
地
域
お
よ
び
準
防
火

地
域
の
変
更
（
案
）
の
縦
覧
も
併

せ
て
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き

市
内
在
住
の
方
お
よ
び
利
害
関
係

の
あ
る
方
は
、
市
長
に
対
し
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 　

【
縦
覧
期
間
】
土
曜・日
曜
日
を

除
く
９
月　
日
（
火
）
～　
月
３

１９

１０

日
（
火
）
の
午
前
８
時
半
～
午
後

５
時
　
【
縦
覧
場
所
】都
市
計
画
課（
市

役
所
５
階
）

　
【
意
見
書
の
提
出
方
法
】
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
９
月　
日
（
火
）

１９

～　
月
３
日
（
火
）
に
（
必
着
）、

１０
〒
２
０
３
儿
８
５
５
５
、
市
役
所

都
市
計
画
課
宛
て
郵
送
ま
た
は
直

接
同
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
【
そ
の
他
】同
案
の
内
容
は
縦
覧

期
間
中
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　
詳
し
く
は
同
課
土
地
利
用
計
画

担
当
☎
４
７
０
・
７
７
８
２
へ
。

で
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
の
１
つ

で
あ
る
「
地
区
計
画
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
（
左
表
参
照
）。

　
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
区
で

も
「
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
つ

く
り
た
い
」
な
ど
、
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
相
談
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
都
市
計
画
課
土
地

利
用
計
画
担
当
☎
４
７
０
・
７
７

８
２
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
担
当
へ
。

　
８
月
３
日
の
教
育
委
員
会
に
お

い
て
、
来
年
度
か
ら
市
立
小
学
校

で
使
用
す
る
道
徳
の
教
科
用
図
書

を
次
の
通
り
採
択
し
ま
し
た
。
今

回
採
択
し
た
教
科
用
図
書
は
中
央

図
書
館
２
階
参
考
図
書
室
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

　
【
使
用
す
る
教
科
用
図
書
】道
徳

＝
光
村
図
書
出
版
株
式
会
社

　
詳
し
く
は
指
導
室
☎
４
７
０
・

７
７
８
１
へ
。

　
　
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市

３０
計
画
税
の
課
税
に
当
た
り
、
土
地

の
利
用
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
は
市
職
員
が
市
内
全
域
を

自
転
車
で
巡
回
し
、
更
地
だ
っ
た

土
地
に
家
屋
が
建
築
さ
れ
る
と
い

っ
た
土
地
の
利
用
状
況
の
変
化
な

ど
に
つ
い
て
、
主
に
目
視
で
確
認

す
る
も
の
で
す
。
実
施
期
間
は　
１０

月
～　
月
ご
ろ
で
す
。

１２

　
※
市
職
員
は
調
査
時
に
「
固
定

資
産
評
価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
課
税
課
土
地
資
産
税

係
☎
４
７
０
・
７
７
２
６
へ
。

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

地
区
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り　

そ
の
２

「
東
久
留
米
駅
神
山
線
沿
道
神
宝
町
地
区

地
区
計
画
（
案
）」
な
ど
の
縦
覧
を

実
施
し
ま
す

「
東
久
留
米
市
保
育
サ
ー
ビ
ス

「
東
久
留
米
市
保
育
サ
ー
ビ
ス
のの

施
設
整
備
・
運
営
及
び
提
供
体
制

施
設
整
備
・
運
営
及
び
提
供
体
制
にに

関
す
る
実
施
計
画
」
を
一
部
見
直
し
ま
し

関
す
る
実
施
計
画
」
を
一
部
見
直
し
ま
し
たた

防
犯
灯
の
維
持
管
理
費

防
犯
灯
の
維
持
管
理
費
にに

補
助
金
を
交
付
し
ま

補
助
金
を
交
付
し
ま
すす

固
定
資
産
税
の
現
況
調
査（
土
地

固
定
資
産
税
の
現
況
調
査（
土
地
））

を
行
い
ま

を
行
い
ま
すす

市
税
な
ど
の
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

年
度
か
ら
市
立
小
学
校
で
使
用
す
る

３０「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
の

教
科
用
図
書
が
決
ま
り
ま
し
た

市長


